
【会議結果】 

会議名 令和８年度 第１回碧南市地域公共交通活性化協議会 

日時 令和８年７月３日（金） 午前１１時～午後０時 

場所 碧南市役所７階 議員大会議室 

出席者 碧南市地域公共交通活性化協議会委員１６名（内代理出席 ５名） 

事務局４名 

（欠席：碧南市老人クラブ連合会 寺尾委員、碧南警察署 中筋委員、碧南市身体

障害者福祉協会 鈴木委員) 

傍聴者 ３名 

議事 

１ 会長あいさつ 

○山本会長(碧南市副市長） 

お忙しい中、皆さんご出席いただきまして誠にありがとうございます。日頃より碧南市政全般

に対して、深いご理解、ご協力を賜り、この場を借りてお礼を申し上げたい。 

今年度新たに委員に委嘱された３名の方についても、前任の委員様と同様、当市の公共交通に

ついてご意見をいただければと思う。 

本市は令和６年３月に碧南市地域公共交通計画を策定し、今年度で３年目となる。日々、事業

者の皆様のご協力をいただきながら目標に向けて取り組んでいるところである。 

本日の会議においても、忌憚のないご意見をいただければと思う。 

 

２ 議題 

(1) 令和７年度碧南市の地域公共交通の現況について（報告） 

○事務局 

・資料２～９ページについて説明 

 

質疑応答 

  特になし 

 

(2) 令和７年度碧南市の地域公共交通に関連した実施事業について（報告） 

○事務局 

・資料１０～１５ページについて説明 

 

質疑応答 

  特になし 

 

(3) 令和６年度くるくるバスのダイヤ改正に関する影響調査について（報告） 

○事務局 



・資料１６～２０ページについて説明 

 

質疑応答 

  ○小田委員（中部運輸局愛知運輸支局運輸企画専門官） 

   アの乗降調査について、天候が調査結果に影響する場合があるが、2024年度と 2025年度で

調査期間中に天候の悪かった日などはあったのか。 

○事務局 

   手元の資料では不明である。今後は天候も確認がとれるようにしていきたい。 

○小田委員（中部運輸局愛知運輸支局運輸企画専門官） 

   ダイヤ改正は良い結果が出た一方、今後は改善点をよく読んでいく必要があると思う。イの

アンケート調査内で「１０時台が欲しい」とのご意見があったが、具体的に何コースかなど

分かるか？ 

○事務局 

   手元の資料では不明である。今後はアンケート内容を見返した時に確認が取れるような聞

取りができるようにしていきたい。 

 

(4) その他 

○委員（碧南市民生委員児童委員協議会代表） 

 先日くるくるバスを利用してみた際に抱いた感想が３つある。 

 １つ目が、くるくるバスを実際に乗ってみると乗り心地が良かったこと。座席の高さが十分

あることや３点式のシートベルトが備え付けられていることが良かった。 

 ２つ目が、老若男女問わず利用者が大きな声であいさつして乗降していること。地域のつな

がりに一役買っているのでは。 

 ３つ目が、花しょうぶまつりからの帰り道で油ヶ渕遊園地から文化会館へ向かう時に、運転

手さんから市民病院で別のコースに乗り換えをすると便利ですよと教えてもらった。 

市からも、乗り心地の良さや、乗り継ぎをすると便利に利用できることをもっと宣伝しても

らえたら良いと思う。 

○鳥居委員（市民公募） 

   免許証を返納された方が、それに代わる手段としてくるくるバスを利用されたという話を

聞いたが、バスに乗り遅れると次に来るバスが３時間後になってしまう。できれば１時間に

１本くらいバスがあると良いと思う。 

○事務局 

 バスの便数を増やすとなると、バスの車両や運転手を増やす必要があるが、今後は利用者の

ニーズも含めて検討していくべき課題と認識している。 

○鳥居委員（市民公募） 

   会議に向けて、身近の人にくるくるバスに対するご意見を聞き取ってきた。例えば、現在は

１台のバスに複数社の広告が貼られているが、大手企業に１台丸ごとの単独広告を出して



もらい現在より高額の広告費をいただくのはどうか。市では財政非常事態宣言が出されて

いることから、そういったことも考えてはどうか。 

○事務局 

   企業様にとっても市にとってもメリットがあるようであれば、一つの選択肢かと思う。ご意

見ありがとうございます。 

  ○岩崎副会長（四日市大学） 

   今年はアジア競技大会で公共交通の需要が増えるかと思う。さきほどのご発言でもバス車

内の雰囲気が良いとあったが、乗る目的がしっかりしていて、乗っている最中も楽しいとい

うのが公共交通の一番良いところだと思う。改善の部分で言うと、資料１９ページにあるよ

うに、「乗り継ぎをしっかりできるようにしてほしい」というのはどこでもある話なので、

できるだけ早めにやってもらいたいと思う。昨今の物価高騰の影響を受けて、くるくるバス

をいつまで無料で続けられるのか、くるくるバスの良いところを引き継ぎながら、適正な負

担を求めることができるかという検討も必要になってくる。 

 

３ 事務連絡 

○事務局 

    次回の協議会開催は、令和９年３月ごろを予定している。委員の皆様へは、後日あらためて

ご案内差し上げます。 

    また、近日市内で開催予定のイベントパンフレットを配布させていただいた。ぜひ公共交通

機関を利用してお越しいただきたい。 


